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 いかない（知らない人にはついて行かない） 

 

 のらない（知らない人の車に乗らない） 

 おおごえをだす（助けて！と大声を出す） 

しらせる（近くの大人に何があったか知らせる） 

 すぐ逃げる（連れていかれそうになったら、すぐ逃げる） 
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秋田県生活環境部 県民生活課 

  電   話 ０１８－８６０－１５２２   ＦＡＸ  ０１８－８６０－３８９１ 

  E- mail  kotsu ＠ mail2.pref.akita.jp 
  Ｕ Ｒ Ｌ  http://www.pref.akita.lg.jp/seikatu/ 

標語著作者～警視庁・東京都教育庁 
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表紙 

１ 

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞 

くじらっこ見守り隊（男鹿市 船川小学区） 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

十
月
十
三
日
（
金
）
、
男

鹿
市
の
自
主
防
犯
活
動
団
体

「
く
じ
ら
っ
こ
見
守
り
隊
」

が
、
平
成
二
十
九
年
度
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
関
係
功

労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
表
彰
は
、
平
成
十
八

年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
秋

田
県
で
は
、
平
成
二
十
三
年

に
横
手
市
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
受
賞
し

て
以
来
、
２
団
体
目
の
快
挙

と
な
り
ま
す
。 

く
じ
ら
っ
こ
見
守
り
隊

は
、
平
成
十
七
年
に
男
鹿

市
船
川
の
地
域
住
民
、
教

員
、
保
護
者
等
に
よ
り
発

足
し
て
以
来
、
毎
日
、
児

童
の
登
校
時
に
お
け
る
見

守
り
活
動
や
下
校
時
間
帯

に
お
け
る
青
パ
ト
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
学
校
等
と
連
携

し
て
、
「
不
審
者
対
応
訓 

 練
」
や
隊
員
が
企
画
立
案

し
た
大
規
模
災
害
発
生
時

を
想
定
し
た
「
児
童
の
引

き
渡
し
訓
練
」
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
毎
年
、
児
童

や
保
護
者
と
と
も
に
防
災

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
、
校
区
内
の
危
険
箇
所

を
確
認
し
て
防
災
安
全
マ

ッ
プ
の
見
直
し
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
道
な
活

動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
に
至
っ
た
も
の
で
す
。 

 ※ 

上
の
写
真
は
、
総
理
大
臣

官
邸
に
お
い
て
、
菅
官
房
長

官
か
ら
賞
状
を
受
け
て
い
る

く
じ
ら
っ
こ
見
守
り
隊
代
表

の
夏
井
智
氏
で
す
。 

 

※ 

左
の
写
真
は
、
日
頃
の
活

動
状
況
で
す
。 
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 １月１３日（土）～２１日（日）は、「秋田県雪害事故防止週間」です。例年、この時期は降雪量が多く、除排雪作業中

の事故が多くなります。特に、雪下ろし作業は転落などの危険が伴いますので、安全対策を万全にして、事故防止

に努めましょう。 

２

３ 

お 問 い 合 わ せ 先  県 民 生 活 課  電 話  018－ 860－ 1522 F AX 018－ 8 60－ 38 91  

 

 

県 
か 

ら 
の 

お 
知 

ら 
せ 

雪 下 ろ し シ ー ズ ン 到 来 ！ 安 全 対 策 は 万 全 に 

１１月２３日、秋田市のＡＬＶＥ（アルヴェ）

において、犯罪被害者週間「県民のつどい」

を開催しました。  

県民のつどいでは、犯罪被害に遭われた

遺族の方からの講演や、犯罪・事故などに 

より理不尽に生命を奪われた被害者一人ひ

とりの等身大の人形パネル展示により命の

大切さを訴える「生命のメッセージ展」 など

を行いました。 

   

 来年度は、１２月1日、秋田拠点センター 

ＡＬＶＥ（アルヴェ）において行う予定です。ご

興味のある方は、是非お越しください。 

御息女をストーカ

ー被害により亡くさ

れた山内久子氏の

講演状況 

誰もが、ある日突然、犯罪被害

者となる可能性があります。わた

したち一人ひとりが、犯罪被害者

を思いやり、その声に耳をかたむ

け、考えることが大切です。 

あたたかさ 伝わる言葉 あなたから 

何度も確認しましょう 雪下ろし安全対策のポイント 

１． 無理はしない 

２． ふたり以上で作業 

３． 適切な服装と履き物で 

４． ヘルメット・命綱・安全帯の装着を 

５． はしごをしっかり固定 

６． 雪のクッションを忘れずに 

命綱固定金具 

はしご固定金具 

県では、命綱やはしごの固定金具の設置に係る費用を助成しています。（一部市町村を対象） 



 

 

 

  

 
写真は、12月 11日に秋田市のアルヴェで開催された出動式の様子です。 
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３ 

年末・年始特別警戒中 

年末・年始は、金融機関等を狙った強盗事件の発生や暴力団による違法・不当行為

等、金品獲得を目的とした犯罪のほか、飲酒の機会の増加に伴う飲酒運転や降雪の影

響による交通事故、初詣での雑踏事故等、県民に不安を与える事案の発生が危惧され

ます。 

警察は、防犯団体や地域住民との連携を強化し、各種犯罪・事故の未然防対策を強

力に推進し、県民生活の平穏を確保することを目的として特別警戒 

を実施します。                                                      

目的 

  平成 29年 12月 10日（日）から平成 30年１月３日（水）までの間 

 犯罪防止対策 

   

１ 

２ 

３ 

期間 

警察では、特別警戒期間中、防犯ボランティア団体の方々と連携し、各種犯罪など

を未然に防止するため、巡回や注意喚起を強力に推進していきます。 

犯罪を防止するには、 

  ・ 腕章やおそろいのベストを着用したり、青色パトロール車を使用して巡回

するなど、見せる警戒を強化する 

・ 落書きを消したり、ゴミを拾って環境を浄化するこ 

とにより、犯罪者に「この地域は隙がない。」と思わ 

せること 

が大切です。 

皆さんも、「地域の安全は地域で守る」という意識を持ち、 

通・退勤、買い物、ジョギング中など、普段の行動の中で周囲 

に気を配る「ながらパトロール」を行い、あいさつによる「声 

掛け」やゴミ拾いによる「街の美化」を推進して、「安全で安 

心な街」の実現を目指しましょう。                                                      

年末・年始特別警戒中 

3 

４

秋田県警察からのお知らせ 

! 



 

  

 

 

 

 

４ 

 

提 供 数 帽子・ベスト ５セット１組×１０団体分 
 
対象団体 県内に所在し、自主的に防犯活動に取り組んでいる団体 

を対象とします。※行政及び行政が設置した機関・団体 

の応募は御遠慮ください。 
 

 
応募方法 郵便はがきに、団体名、代表者名、連絡先（住所・電話番号） 

を記入のうえ、下記の宛先に御応募ください。 
 
募集締切 平成３０年１月３１日（水） 
     （当日の消印有効） 
 
留意事項 応募多数の場合は、抽選となります。 
 
そ の 他 提供が決定した団体には、後日電話等で連絡します。 
 
＜応募先・問い合わせ先＞ 

（一社）生命保険協会 秋田県協会 

〒010-0951秋田市山王 3-1-12 太陽生命秋田ビル 6階 

          TEL 018-865-0016/FAX 018-888-1706 
 
   
 

 

地域の防犯活動を支援するため、（一社）生命保険協会 秋田県協会では、防犯パトロール用の帽子と

ベストをセットにして無償で提供します。 

希望する団体は、次の応募要項を確認のうえ御応募ください。 

＜帽子とベスト＞ 

活
動
団
体
に
ベ
ス
ト
と
帽
子
を
提
供
い
た
し
ま
す
！ 

メッシュ素材で季節を問わずに使えると、利用団体から好評をいただいております。 

インターネット上に、犯罪や薬物に誘

う案内や、著しく残虐、わいせつな内容

の有害情報が流出する中、青少年による

インターネット利用が急速に拡大して

います。フィルタリングにより大切な青

少年を守りましょう。 

◆ 編集後記 
皆様のご協力の下、さらに新鮮で充実した紙面をお届けしたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

   ～次回の「いか通」は、来年５月発行の予定です。 1年間ありがとうございました。よいお年をお迎えください。 

４

３ 

 

自分たちの街を探検し、安全マップを作りました。    

由利本荘市立岩谷小学校 

る。堰に柵のないところがあって危険。」など、自分たちが作った

安全マップを基に、発見した危険な箇所について発表しました。 

同協議会の伊藤会長は、「初めての作業で戸惑いもあったと思う

が、班の皆さんと相談してよくやってくれた。岩谷の町を見て回り

多くのことを発見し、マップづくりに参加してもらっ  

たので、今後、安全で楽しい生活をしてほしい。」と 

講評し、子どもたちの頑張りをねぎらいました。 

 

岩谷小学校では、１０月２５日、５年生が６班に分かれて地域

の安全マップづくりを行いました。フィールドワークでは、学校

教職員や、コミュニティ・スクール学校運営協議会員が、町内会

長さんや地域の身守り隊と連携して引率し、子どもたちはアドバ

イスを受けて、メモをとったり写真撮影を行いました。      

昼食後、各班一斉にマップづくりに取りかかり、その後、「空

き家にいかないよう注意する。道路が狭いところは車に注意す    


